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Inquiry activities have been recognized for their educational effectiveness. However, 
it has been pointed out that the method of instruction is often left up to individual 
teachers and that there is not a school-wide system in place. The purpose of this study 
is to clarify the key points in instructing inquiry activities by comparing teachers who 
instruct natural science with those who instruct outside of the natural science. The 
results of the survey indicated that both teachers were aware of the importance of 
"Setting the Task", "Summarizing and Expressing the Results". Teachers who were 
instructing natural sciences were conscious of elaboration of activities such as 
improvement through trial and error when inquiry activities did not go well. In 
addition, three keys to the success of inquiry activities were suggested: improving 
teacher expertise, teaching based on a student-centered view of learning, and 
improving the curriculum. Currently, there is a need to develop school system models 
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表 3 指導している生徒の探究活動分野 
分 野 人数（人） 割合（％） 
 人文科学系 15 12.2 
 社会科学系 16 13.0 
 自然科学系 42 34.1 
 ものづくり 0 0.0 
 地域貢献 7 5.7 
 その他 17 13.8 
 担当なし 10 8.1 
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表 5，表 6にまとめた。この 2つの表から自然科
学系教員，自然科学系以外教員に共通して相関係








































 自然科学系教員では，2 つ目と 3 つ目の組合せ
に関連した傾向が，Q22，Q23と Q5～Q8や Q13～Q15
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Q1 自然科学系 19 15 4 4 0 4.17 0.96 
 自然科学系以外 41 33 4 2 0 4.36 0.86 
Q2 自然科学系 14 18 8 2 0 4.05 0.85 
 自然科学系以外 31 34 13 2 0 4.12 0.91 
Q3 自然科学系 6 22 10 2 2 3.67 0.95 
 自然科学系以外 14 45 15 6 0 3.79 0.90 
Q4 自然科学系 7 16 13 5 1 3.55 0.99 
 自然科学系以外 15 46 15 4 0 3.85 0.87 
Q5 自然科学系 10 15 12 5 0 3.71 0.97 
 自然科学系以外 9 36 22 11 2 3.44 1.02 
Q6 自然科学系 9 23 6 3 1 3.86 0.93 
 自然科学系以外 12 43 14 9 2 3.63 1.03 
Q7 自然科学系 8 20 5 7 1 3.57 1.19 
 自然科学系以外 20 35 17 6 2 3.77 1.06 
Q8 自然科学系 7 17 10 6 1 3.48 1.15 
 自然科学系以外 17 31 22 8 2 3.62 1.08 
Q9 自然科学系 0 10 17 12 3 2.81 0.89 
 自然科学系以外 3 9 39 23 6 2.72 0.94 
Q10 自然科学系 14 18 9 1 0 4.07 0.81 
 自然科学系以外 23 30 19 4 3 3.74 1.18 
Q11 自然科学系 13 16 12 1 0 3.98 0.84 
 自然科学系以外 24 35 17 2 2 3.91 1.01 
Q12 自然科学系 9 18 8 4 3 3.62* 1.15 
 自然科学系以外 5 27 31 11 5 3.12 1.09 
Q13 自然科学系 9 13 16 4 0 3.64** 0.93 
 自然科学系以外 5 15 37 13 9 2.85 1.12 
Q14 自然科学系 12 16 12 2 0 3.90* 0.88 
 自然科学系以外 11 32 26 8 2 3.44 1.08 
Q15 自然科学系 16 17 6 3 0 4.10* 0.91 
 自然科学系以外 14 36 21 7 2 3.62 1.03 
Q16 自然科学系 11 20 9 2 0 3.95 0.82 
 自然科学系以外 23 35 14 6 2 3.84 1.08 
Q17 自然科学系 3 9 20 9 1 3.10 0.91 
 自然科学系以外 4 18 28 20 9 2.78 1.14 
Q18 自然科学系 3 11 21 6 1 3.21* 0.87 
 自然科学系以外 2 19 33 16 10 2.80 1.05 
Q19 自然科学系 13 23 5 1 0 4.14** 0.72 
 自然科学系以外 15 41 17 5 2 3.73 1.00 
Q20 自然科学系 8 21 9 4 0 3.79** 0.87 
 自然科学系以外 7 26 30 12 5 3.19 1.07 
Q21 自然科学系 11 17 10 4 0 3.83 0.93 
 自然科学系以外 18 38 16 7 1 3.77 1.02 
Q22 自然科学系 13 22 6 1 0 4.12 0.74 
 自然科学系以外 21 45 11 1 2 3.98 0.94 
Q23 自然科学系 12 25 4 1 0 4.14 0.68 
 自然科学系以外 29 38 11 1 1 4.11 0.92 
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表 5 自然科学系教員における各項目間相関 
 
** p < .01, * p < .05, + p < .10 
表 6 自然科学系以外教員における各項目間相関 
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1) F 検定の結果は次のとおりである。 
Q1 ，F (41，80) = 1.25，p = .19 
Q2 ，F (41，80) = 0.87，p = .30 
Q3 ，F (41，80) = 1.11，p = .34 
Q4 ，F (41，80) = 1.25，p = .19 
Q5 ，F (41，80) = 0.90，p = .36 
Q6 ，F (41，80) = 0.81，p = .23 
Q7 ，F (41，80) = 1.25，p = .19 
Q8 ，F (41，80) = 1.14，p = .30 
Q9 ，F (41，80) = 0.90，p = .36 
Q10，F (41，80) = 0.47，p < .01 
Q11，F (41，80) = 0.69，p = .09 
Q12，F (41，80) = 1.11，p = .33 
Q13，F (41，80) = 0.69，p = .10 
Q14，F (41，80) = 0.66，p = .07 
Q15，F (41，80) = 0.77，p = .18 
Q16，F (41，80) = 0.59，p = .03 
Q17，F (41，80) = 0.63，p = .05 
Q18，F (41，80) = 0.68，p = .09 
Q19，F (41，80) = 0.52，p = .01 
Q20，F (41，80) = 0.66，p = .07 
Q21，F (41，80) = 0.85，p = .28 
Q22，F (41，80) = 0.62，p = .05 
Q23，F (41，80) = 0.55，p = .02 
 
2) unpaired t test 又は Welch の検定において
求めた両側確率は，次のとおりである。 
Q1 ，t (121) = 1.12，p = .26 
Q2 ，t (121) = 0.44，p = .66 
Q3 ，t (121) = 0.70，p = .48 
Q4 ，t (121) = 1.75，p = .08 
Q5 ，t (121) = 1.41，p = .36 
Q6 ，t (121) = 1.20，p = .23 
Q7 ，t (121) = 1.25，p = .35 
Q8 ，t (121) = 0.67，p = .50 
Q9 ，t (121) = 0.53，p = .60 
Q10，t (121) = 1.63，p = .11 
Q11，t (121) = 0.34，p = .73 
Q12，t (121) = 2.35，p = .02 
Q13，t (121) = 3.93，p < .01 
Q14，t (121) = 2.38，p = .02 
Q15，t (121) = 2.54，p = .01 
Q16，t (104) = 0.65，p = .52 
Q17，t (121) = 1.57，p = .12 
Q18，t (121) = 2.18，p = .03 
Q19，t (109) = 2.64，p = .01 
Q20，t (121) = 3.13，p < .01 
Q21，t (121) = 0.36，p = .72 
Q22，t (101) = 0.93，p = .35 
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表 7 工夫や成功の鍵についての主な回答（原文のまま記載） 
 自然科学系教員 自然科学系以外教員 
① ・生徒自身がこのテーマについて探究していきたいと
思えるようなものを最初の段階でしっかりと設定す
ること 
・研究テーマをいかに見つけるか。ここが簡単すぎた
り壮大すぎたりすると指導以前の話になってしまい
ます 
・生徒のもっているテーマと頭の中で描いている結論
のイメージをいかに崩していくか 
・リサーチクエスチョンの設定。これが現実的でない
と研究の方向性が一本化できない 
・教科書内容をやや発展させた研究や実生活における
困りごとなど，高校生の身近なところでの研究テー
マ設定が特に重要であると考えている 
・最初の疑問をいかに持たせるか 
・生徒自身が興味を持つテーマとその仮説・検証をい
かに一致させるか難しい 
② ・一連の研究の骨組みの理解と，一つひとつの関連性
に気づき，研究の意義を見いだす 
・仮説の立て方，結論と考察などのまとめ方 
・実行可能な実験方法を考えること 
・調べ学習で終わってしまわぬようにする 
・基本的に実験・調査等で検証し，仮説を確かなもの
に近づけること 
・生徒が，自ら計画し，実践できていけるような素地
づくり 
・文学的なテーマでも科学的手法，論証を大切にする 
・仮説をきちんとたて，調査研究をする 
・地道な作業の積み重ね 
③ ・生徒のインプットを増やす。 
・興味が強いテーマを設定する 
・基礎となる知識が十分にあること 
・先行研究を知ること。ゼロからは何も生まれないこ
とを生徒達が自覚すること 
④ ・教員の知識と教養と実践力 
・教員については，各々の興味がある内容，探究して
みたい事象について，教員が研究手法をどの程度揃
えているか。予備知識を持っておくか  
・教員の適性と担当分野を合わせること 
 
・客観的な視点や，その分野に関する専門的な知識 
・日常の教科の授業改善 
・支援する側の力量によって差が出る。グループワー
クを効果的に活用できるか 
・テーマの設定が最も重要な活動だと思うので，その
指導をするための指導者側の知見が求められる 
⑤ ・動機，自主性，楽しさ 
・生徒のモチベーションを保つこと 
・答えがないことについて，粘り強く挑む力 
・生徒自身が研究内容に深い関心を持つこと 
・本人の興味のある疑問があるかどうか 
・その気にさせること楽しくやらせること 
・生徒が関心を持ち続けられるようにすること 
・生徒の心と頭を動かすこと 
・あらゆることにアンテナを張り，疑問を持つこと 
⑥ ・生徒達が自分で考え検証して，何らかの達成感を得
ること 
・生徒が自分でやったという実感が持てるように進め
る 
・生徒が自ら「考えてやっている」ことを評価する 
・グループ成員同士の協力は必要であるが，各自が他
者に依存しないで自身の担当を明確にして取り組む 
・生徒が活発に話し合える雰囲気作り 
・具体的な目標を見つけさせ，ゴールのイメージを描
くこと 
・とにかく実験をさせて考えさせること。 
・できるだけ生徒の主体的な活動，考えを尊重して研
究を進めること 
⑦ ・生徒の興味・考え・意見を大事にすること 
・指導者側が成功に導こうとしすぎて介入しすぎない
こと 
・教員の押しつけにならないこと 
・生徒が研究に行き詰まったときに，適切なアドバイ
スを与えること 
・途中でテーマがずれたり，何をやろうとしているか
わからなくなる場面が多い。軌道修正が何度も必要 
・「生徒の自主性」という言葉に，こちらが逃げないこ
と 
・生徒の着眼点や発想を可能な限り生かすこと 
・生徒の考えを引き出すようによく話し合いを進める 
・生徒とともに研究をつくりあげていこうとする熱意 
・生徒の思い，考えを信じて待つこと 
・生徒が探究したい気持ちと，それに対して教師が適
切な支援や助言を行うこと 
・本当に必要な大切なアドバイスを指導者ができるか
ということ 
⑧ ・初期指導を十分に行う 
・十分な配当時間 
・指導者が見通しの持った指導ができるように，1 年
間(3年間)の指導が体系化されていること 
・課題の見つけ方，研究計画書の作成の仕方，データ
処理の方法など事前指導を十分に行った上で研究
に入ること 
 
のである。加藤(1997)の言を借りれば，生徒主体
の学習活動は，教師からの支援なしには成り立た
ず，放任的な学習活動ではないため，総合的な探
究の時間などの探究活動では，学習者中心としな
がら，教師が適切な助言や支援を行い，環境づく
りを進めることが肝要である。 
 この成果を基に，今後，自然科学系にとどまら
ず，探究活動指導において，教師と生徒で探究活
－ 25 －
